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イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

講　
座

募　
集

保　
健

こ
ど
も

福
祉
・
医
療

保
険
・
年
金

相　
談

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

の
利
用
者
数
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
サ
ー

ビ
ス
水
準
の
維
持
・
確
保
が
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
現
在
、
本

市
の
公
共
交
通
の
あ
り
方
や
方
向
性
な

ど
を
定
め
た
交
通
計
画
の
策
定
を
目
指

し
て
お
り
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
計
画
に

反
映
さ
せ
る
た
め
、
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

■対
市
内
在
住
の
方　
■日
■所
▽
１
月
２５
日

（
水
）＝
豊
田
総
合
支
所
２
階
会
議
室

▽
１
月
２７
日（
金
）＝
菊
川
総
合
支
所
1

階
第
１
会
議
室　
▽
１
月
３１
日（
火
）＝

川
棚
公
民
館
２
階
講
堂　
▽
２
月
１
日

（
水
）＝
滝
部
公
民
館（
太
陽
館
）１
階
講
義

室　
▽
２
月
８
日（
水
）＝
勝
山
公
民
館
３

階
講
堂　
※
い
ず
れ
も
午
後
７
時
～
８
時�

■問
交
通
対
策
課（
☎
２３１-

１
４
４
１
）

下
関
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
立
候
補

予
定
者
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　
下
関
市
議
会
議
員
補
欠

選
挙
が
下
関
市
長
選
挙
と

同
じ
３
月
１２
日（
日
）に
執

行
さ
れ
ま
す
。
こ
の
選
挙

へ
の
立
候
補
を
予
定
し
て

い
る
方
、
そ
の
関
係
者
を
対
象
と
し
て
、

立
候
補
届
出
書
類
の
記
載
要
領
や
注
意

事
項
な
ど
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
立
候
補
に
関
す
る
届
出
書
な
ど

を
交
付
し
ま
す
の
で
、
立
候
補
を
予
定

し
て
い
る
方
は
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■日
１
月
１２
日（
木
）午
前
９
時
３０
分　
■所

市
役
所
本
庁
舎
新
館
５
階
会
議
室　

■問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

�

（
☎
２３１-

２
４
１
５
）

満
珠
荘
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
新
年
会
プ
ラ
ン（
夕
食
）＝
■期
１
月
３１

日（
火
）ま
で　
※
１２
月
３１
日
～
１
月
３

日
を
除
く　
▽
営
業
時
間
＝
午
後
６
時
～

９
時　
■料
４
５
０
０
円　
※
別
途
飲
み

放
題
＝
男
性
２
０
０
０
円
、
女
性
１
５

０
０
円　
※
当
プ
ラ
ン
を
利
用
す
る
と
、

５
４
４
０
円
の
特
別
料
金
で
１
泊
朝
食

付
き
宿
泊
が
可　
■申
５
人
以
上
、
３
日

前
ま
で
に
、電
話
で
受
け
付
け
。※
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
は
予
約
不
可

●
ふ
く
コ
ー
ス
プ
ラ
ン（
宿
泊
）＝
■期
３

月
３１
日（
金
）ま
で　
※
１２
月
３１
日
～
１

月
３
日
は
除
く　
■料
１
万
４
６
２
０
円

（
１
泊
２
食
付
き
）　
■申
２
人
以
上
、
３

日
前
ま
で
に
要
予
約

※
料
金
は
全
て
税
込
み
で
す

■問
満
珠
荘（
☎
２22-

１
１
２
６
）

下
関
都
市
計
画
道
路
の
変
更
に
関
す
る

説
明
会
と
公
聴
会
を
開
催

　
下
関
都
市
計
画
道
路
の
変
更（
下
関
駅

旭
線
、
旭
山
の
田
線
、
山
の
口
旭
線
）に

関
す
る
説
明
会
と
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

■日
①
説
明
会
＝
１
月
１６
日（
月
）午
後
６

時
３０
分　
②
公
聴
会
＝
２
月
１３
日（
月
）

午
後
６
時
３０
分　
※
②
は
公
述
の
申
し

出
が
な
い
場
合
、
開
催
し
ま
せ
ん　
■所

①
②
勤
労
福
祉
会
館
３
階
研
修
室（
幸
町
）

■申
公
述
の
申
し
出
＝
２
月
６
日（
月
／
消

印
有
効
）ま
で
に
、
直
接
か
郵
送
で
、
意

見
の
要
旨
、
理
由
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
書
い
て
、
下
関
駅
旭
線
、
旭

山
の
田
線
に
関
し
て
は
県
知
事
宛
て
で
、

山
口
県
都
市
計
画
課（
〒
753-

８
５
０
１

山
口
市
滝
町
１
番
１
号
）へ
。
山
の
口
旭

線
に
関
し
て
は
市
長
宛
て
で
市
都
市
計

画
課（
〒
750-

８
５
２
１
市
内
南
部
町
１

番
１
号
）へ
。
※
公
述
申
し
出
書
の
意
見

が
変
更
案
に
関
係
な
い
場
合
は
公
述
不

可　
※
同
趣
旨
の
意
見
が
多
数
あ
る
場

合
、
公
述
人
を
選
定
す
る
場
合
あ
り　

※
公
述
時
間
を
制
限
す
る
場
合
あ
り　

※
下
関
駅
旭
線
、
旭
山
の
田
線
に
つ
い

て
は
、
県
都
市
計
画
課（
☎
083-

933-

３
７

３
３
）へ
。
山
の
口
旭
線
に
つ
い
て
は
、

市
都
市
計
画
課
へ
。

■問
都
市
計
画
課（
☎
２３１-

１
９
３
２
）

浄
化
槽
法
定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
方
は
、
使

用
を
始
め
て
３
カ
月
経
過
後
５
カ
月
の

間
と
、
そ
の
後
１
年
に
１
回
は
県
知
事

が
指
定
し
た
検
査
機
関
の
山
口
県
浄
化

槽
協
会
に
よ
る
検
査
が
法
律
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
浄
化
槽
が
適
正
に
維
持
管
理
さ
れ
、

本
来
の
機
能
が
十
分
発
揮
さ
れ
て
い
る

か
を
確
認
す
る
検
査
で
す
。
維
持
管
理

業
者
と
委
託
契
約
を
し
て
い
て
も
、
検

査
は
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
※

検
査
の
時
期
に
な
っ
た
ら
、
山
口
県
浄

化
槽
協
会
か
ら
案
内
が
あ
り
ま
す

■問
廃
棄
物
対
策
課（
☎
２52-

０
９
７
８
）

将
来
交
通
計
画
の
策
定
に
関
す
る

説
明
会
の
開
催

　
本
市
で
は
人
口
減
少
や
少
子
化
、
自

家
用
車
の
普
及
な
ど
に
よ
り
公
共
交
通

空
き
家
説
明
会
・
無
料
相
談
会

■対
空
き
家
の
所
有
者
な
ど　
■日
１
月
２１

日（
土
）　
▽
説
明
会
＝
午
後
１
時
３０
分
～

２
時　
▽
相
談
会
＝
午
後
２
時
～
４
時

（
受
け
付
け
は
午
後
３
時
ま
で
）　
■所
安

岡
公
民
館　
■内
▽
空
き
家
説
明
会
＝
空

き
家
に
関
す
る
補
助
、
空
き
家
を
放
置

し
た
場
合
の
不
利
益
な
ど
に
つ
い
て
の

説
明　
▽
無
料
相
談
会
＝
空
き
家
や
敷

地
の
利
活
用
に
つ
い
て
、
宅
地
建
物
取

引
士
、
司
法
書
士
が
無
料
で
相
談
に
応

じ
ま
す
。

■問
ま
ち
な
み
住
環
境
整
備
課

�

（
☎
２３１-

１
９
４
１
）

森
林
の
土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
方
は

届
け
出
が
必
要
で
す

■対
個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
売
買
や
相

続
な
ど
で
森
林
の
土
地
を
新
た
に
取
得

し
た
方　
※
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ

き
届
け
出
を
提
出
し
た
場
合
は
不
要　

■日
土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日
か
ら
９０

日
以
内　
■申
農
林
整
備
課
、
各
総
合
支

所
農
林（
水
産
）課
へ
。
※
対
象
森
林
は

届
出
先
で
確
認
で
き
、
届
出
書
類
も
配

布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可

■問
農
林
整
備
課（
☎
２３１-

１
２
５
６
）

平
成
２９
年
度
償
却
資
産
の
申
告
を

お
忘
れ
な
く

　
工
場
や
商
店
、
農
業
、
漁
業
な
ど
の

事
業
を
営
ん
で
い
る
方
で
、
毎
年
１
月

１
日
現
在
、
市
内
に
事
業
用
の
償
却
資

産
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、
申
告
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
早
め
に
申
告
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。e

エ
ル

LT

タ
ッ
ク
ス

AX

を
利

用
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
償
却

資
産
の
電
子
申
告
も
可
能
で
す
。

■申
１
月
３１
日（
火
）ま
で
に
、
資
産
税
課
、

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
へ
。

■問
資
産
税
課（
☎
２３１-

１
９
１
８
）、
各
総

合
支
所
市
民
生
活
課　
▽
菊
川（
☎
287-

４

０
０
１
）　
▽
豊
田（
☎
766-

２
９
５
３
）

▽
豊
浦（
☎
772-

４
０
１
２
）　
▽
豊
北（
☎

782-

１
９
１
８
）

保
育
料
徴
収
業
務
の 

市
非
常
勤
職
員
登
録
案
内

■対
自
家
用
車
で
勤
務
で
き
る
方（
自
動
車

免
許
は
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
限
定
可
）　

■期
登
録
有
効
期
間
は
、
登
録
し
た
日
の

翌
年
度
末
ま
で　
■定
２
人　
■申
１
月
４

日
～
２
月
３
日
ま
で
に
、
下
関
市
非
常

勤
嘱
託
職
員
登
録
申
請
書
に
必
要
事
項

を
書
い
て
、
直
接
か
郵
送
で
こ
ど
も
育

成
課
へ
。
※
登
録
申
請
書
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可　
※
業

務
内
容
・
勤
務
条
件
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
す
る
か
電
話
で
問
い
合
わ
せ

■問
こ
ど
も
育
成
課（
☎
２３１-

１
５
０
４
）

１
月
の
献
血

●
９
日（
月
）＝
午
前
10
時
～
正
午
、
午

後
１
時
15
分
～
４
時
／
ゆ
め
シ
テ
ィ　

●
25
日（
水
）＝
午
前
９
時
30
分
～
11
時

30
分
／
長
府
支
所　

※
全
日
程
４００
㍉
㍑
献
血
限
定

■問
保
健
総
務
課（
☎
２３１-

１
４
２
６
）
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お
知
ら
せ

平成28年度地域資源活用促進事業計画の認定を行いました（第２次募集）

下関北浦特牛イカを使用したプレミアム魚
ぎょしょう

醤
■問加藤味噌醤油醸造場（☎788-0023）

　山陰地方の誇るブランドイカ“下関北浦特牛イカ”のさら
なる認知度向上と魚醤文化の普及・定着を目指し、既存の
特牛イカ魚醤をさらに低塩化、マイルド化したプレミアム
商品を開発し、全国に向けた販路開拓に取り組みます。
●事業（商品）ワンポイントPR
　新鮮な剣先イカを使った特牛イカ魚醤はいい香りです。

ふぐを使用したデザート商品
■問株式会社日本フーズ（☎774-3712）

　これまで未利用・低利用であった「ふぐの皮」から豊富な
海洋性コラーゲンを抽出し、これをデザートに添加すること 
によって、新たな付加価値を持った新デザート（プリンやゼ 
リー）を開発します。
●事業（商品）ワンポイントPR
　ふぐの魅力を再発見！　スイーツだからできるふぐの楽し
み方です。

飲食店経営を起点としたオリジナル商品
■問H

ハ ラ
ARAふぁーむ（☎090-2002-0141）

　観光客の誘引も視野に入れ、牧場経営の強みを生かした地
元食材を売りにした飲食店をオープンし、新メニュー開発を
行います。地域資源を生かした当店オリジナルドレッシング
などの商品を開発し、広く市内外に販路を開拓します。
●事業（商品）ワンポイントPR
　創業50年の街の小さなミルク屋さん発信の安全＆安心商品
を開発。

「瓶
びん

のあんさし」＆「あんこうの生ハム」
■問有限会社玄洋社（☎250-5229）

　「下関あんこう」に高付加
価値を付けられるよう、魚
の鮮度保持・流通・加工方
法を独自に構築し、他には
ない高鮮度の加工品を開発
しました。オリジナルのパ
ッケージデザインにもこだ
わり、百貨店・高級スーパー
などへの販路拡大を目指し
ます。
●事業（商品）ワンポイントPR
　あんこうのお刺身珍味と
冷燻

くんせい

製をほどこしたあんこ
うの生ハムです。

城下町長府の新名物“長府饅
まんじゅう

頭”
■問株式会社つきまる（☎250-9037）

　明治維新150年に向けて新食感の饅頭を開発しました。
既存のフランチャイズ店舗や地元の商工団体、観光協会など
とも連携しながら、城下町長府の新名物として販売を促進し、
城下町長府への誘客を図ります。
●事業（商品）ワンポイントPR
　生地には米粉も使用。縁起焼饅頭の技術も生かし、もちも
ち食感です。

　地域の「強み」となりうる農林水産物や鉱工業品、生産技
術、観光資源などの地域資源を活用して新商品・新サービ
スの開発などを行う中小企業者を積極的に支援するため、
新商品の開発から販路開拓まで一貫した支援を行う「下関市 
地域資源活用促進事業」を実施しています。山口銀行や西中 
国信用金庫ともタイアップして厚みのある企業支援に努め
てまいります。

■問産業振興課（☎232-7214）


